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令和４年第３回大玉村議会定例会会議録 

 

第１日  令和４年９月６日（火曜日） 

 

 １．応招（出席）議員は次のとおりである。 

    １番 斎 藤 信 一   ２番 渡 邉 啓 子   ３番 菊 地 厚 徳 

    ４番 本 多 保 夫   ５番 松 本   昇   ６番 佐 原 佐百合

    ７番 鈴 木 康 広   ８番 武 田 悦 子   ９番 佐 原 吉太郎 

   １０番 須 藤 軍 蔵  １１番 押 山 義 則  １２番 菊 地 利 勝 

 ２．不応招（欠席）議員は次のとおりである。 

    な し 

 ３．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた職員。 

村 長 押 山 利 一 副 村 長 武 田 正 男 

教 育 長 渡 辺 敏 弘 
総 務 部 長 
兼 総 務 課 長 押 山 正 弘 

住民福祉部長 作 田 純 一 産業建設部長 菅 野 昭 裕 

政策推進課長 鈴 木 真 一 税 務 課 長 菊 地   健 

住民生活課長 安 田 春 好 健康福祉課長 後 藤   隆 

産 業 課 長 藤 田 良 男 建 設 課 長 杉 原   仁 

環境保全課長 伊 藤 寿 夫 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 菊 地 美 和 

教育総務課長 橋 本 哲 夫 生涯学習課長 渡 辺 雅 彦 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 神野藤 浩 和 総務課長補佐 渡 辺 一 樹 

代表監査委員 甲野藤 健 一   

 ４．本会議案件は次のとおりである。 

    会議録署名議員の指名 

    会期の決定 

    諸般の報告 

    行政報告 

    議案の一括上程（議案第５２号から議案第７２号並びに報告第２号から報告第３ 

    号） 

     議案第５２号 大玉村農業振興基金条例の制定について 

     議案第５３号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 

     議案第５４号 大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関 

            する条例の一部を改正する条例について 

     議案第５５号 令和３年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について 

     議案第５６号 令和３年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

            いて 



 

- 2 - 

 

     議案第５７号 令和３年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

     議案第５８号 令和３年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 

            について 

     議案第５９号 令和３年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 

     議案第６０号 令和３年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議案第６１号 令和３年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

            ついて 

     議案第６２号 令和３年度大玉村水道事業会計決算認定について 

     議案第６３号 令和４年度大玉村一般会計補正予算について 

     議案第６４号 令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について 

     議案第６５号 令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について 

     議案第６６号 令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算について 

     議案第６７号 令和４年度大玉村土地取得特別会計補正予算について 

     議案第６８号 令和４年度大玉村介護保険特別会計補正予算について 

     議案第６９号 令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について 

     議案第７０号 令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について 

     議案第７１号 村道路線の認定について 

     議案第７２号 大玉村固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

     報告第 ２号 健全化判断比率の報告について 

     報告第 ３号 資金不足比率の報告について 

    提案理由の説明 

     決算審査報告（監査委員） 

    委員会研修報告 

     （１）総務文教常任委員会委員長報告 

     （２）産業厚生常任委員会委員長報告 

    請願・陳情について（委員会付託） 

 ５．本会の書記は次のとおりである。 

    議会事務局長 矢崎由美、書記 齋藤智、安田敏、鈴木裕也 
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会 議 の 経 過 

 

○議長（菊地利勝） おはようございます。令和４年第３回９月定例会が招集されました

ところ、出席ご苦労さまでございます。ただいまの出席議員は、１２名全員でありま

す。定足数に達しておりますので、令和４年第３回大玉村議会定例会を開会いたしま

す。 

   なお、総務部長、押山正弘君、政策推進課長、鈴木真一君から欠席する旨の届出が

ありましたので、ご報告申し上げます。 

   今期定例会は、総務課長補佐、渡辺一樹君に出席を求めておりますので、ご報告い

たします。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 開議に先立ちまして、９月１日付職員の人事異動により、議会事務

局職員に異動がありましたので、議会の運営に関する基準１７３の規定により、職員

の紹介をいたします。 

   議会事務局職員について、事務局長より紹介させます。議会事務局長。 

○議会事務局長（矢崎由美） 議会関係の職員紹介。 

○議長（菊地利勝） 事務局職員の紹介が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） これより本日の会議を開きます。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

   今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１１番押山義

則君、１番斎藤信一君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   議会運営委員会委員長の報告を求めます。９番。 

○議会運営委員長（佐原吉太郎） おはようございます。 

   令和４年第３回９月定例会に当たりましては、さきに閉会中の継続調査としており

ました今期定例会の会期日程等について、去る９月２日午前９時より、第１委員会室

におきまして議会運営委員会を開催し調査をいたしましたので、その経過と結果につ

いて、以下報告を申し上げます。 

   委員会は、議長出席の下、全委員出席、さらに当局から総務部長、総務課長補佐の

出席を求め、提出議案の概要の説明を受け、会期及び議事日程等について、次のよう

に決定いたしました。 

   今期定例会に提出される事件は、村長提出の議案等２３件で、その内容は、条例制
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定案件１件、条例改正案件２件、決算認定案件８件、補正予算案件８件、人事案件

１件、村道路線認定案件１件及び報告２件の、合わせて２３件であります。 

   また、今期定例会の一般質問は、締切日までに提出された議員は１０名でありまし

たが、３番菊地厚徳君から一般質問の取下げの申出があり、一般質問者は９名であり

ます。 

   よって、会期につきましては、本日９月６日から１５日までの１０日間と決定いた

しました。 

   また、審議日程につきましては、 

   本日 ６日 本会議、行政報告、議案の一括上程、提案理由の説明、監査委員の決

算審査報告、委員会研修報告、請願・陳情の委員会付託、委員会 

   ９月 ７日 休会（議案調査のため） 

   ９月 ８日 本会議 一般質問 ７名 

   ９月 ９日 本会議 一般質問 ２名、令和３年度歳入歳出決算認定議案に対する 

             総括質疑及び令和３年度歳入歳出決算認定議案の委員会付託 

   ９月１０日 休会 

   ９月１１日 休会 

   ９月１２日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１３日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１４日 委員会（付託事件の審査） 

   ９月１５日 本会議 議案審議、付託事件の委員長審査報告及び審議、閉会中の継 

             続調査申出 

  という日程で行います。 

   なお、決算議会でありますので、代表監査委員に、本日６日及び９日の本会議に出

席を求めております。 

   また、会期日程第４日目の９月９日の総括質疑は、令和３年度歳入歳出決算認定議

案についての質疑です。質疑は、原則として自らの所属する常任委員会の決算項目以

外の質疑内容とし、歳入歳出決算書及び執行成果報告書のページ数を明らかにし、議

題に供された内容とするよう、ご協力くださるようお願い申し上げます。 

   以上のように、委員会として全委員一致をもって決定いたしましたので、何とぞご

審議の上、ご賛同を賜りますようお願い申し上げて、報告といたします。 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） お諮りいたします。 

   会期日程については、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決定するにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（菊地利勝） 異議なしと認めます。 

   よって、会期日程については、ただいま議会運営委員会委員長報告のとおり決定し

ました。 
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◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第３、諸般の報告を行います。 

   諸般の報告につきましては、例月出納検査の結果報告、財政援助に係る監査・指定

管理運営に係る監査の報告、説明員の報告、今期定例会までに受理した請願・陳情書

及び議員派遣の結果についてであり、内容は配付いたしました報告書のとおりであり

ます。 

   なお、今定例会は決算議会でもありますので、甲野藤健一代表監査委員に出席をい

ただいております。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第４、村長より行政報告を求めます。村長。 

○村長（押山利一） ご苦労さまでございます。 

   本日、第３回定例会の招集をお願いいたしましたところ、議員の皆様方には何かと

ご多忙の中ご出席を賜り、提出案件のご審議を賜りますこと、感謝を申し上げます。 

   また、代表監査委員にご出席をいただいております。ご苦労さまでございます。 

   今次定例会に当たり、現時点における本年度の事務事業につきましては、お手元に

配付の別紙をもって行政報告とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（菊地利勝） 行政報告が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第５、議案第５２号から議案第７２号並びに報告第２号から報

告第３号を一括上程いたします。 

   事務局職員に議案を朗読させます。事務局。 

○書記（安田 敏） 別紙議案書により朗読。 

○議長（菊地利勝） 事務局職員の朗読が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第６、村長より提案理由の説明を求めます。 

   なお、説明に当たっては、まず議案第５２号から議案第６２号までの説明をお願い

します。村長。 

○村長（押山利一） 本定例会における提出議案は、条例制定案１件、条例改正案２件、

決算認定８件、補正予算案８件、人事案件１件、その他１件、報告２件、合わせて

２３件であります。 

   それでは、議案第５２号、大玉村農業振興基金条例の制定について申し上げます。 

   本案は、本村の基幹産業である農業の振興に関する事業の財源に充てるため、新た

な基金を設置するものであります。 

   まず、第１条は設置を、第２条は積立てについて、第３条は基金の管理について定

めるものであります。 

   第６条の処分につきましては、第１条の事業の費用に充てる場合に、特定財源とし

て取り崩すことができると規定したものであります。 

   次に、議案第５３号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい
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て申し上げます。 

   本案につきましては、人事院規則「職員の育児休業等」の一部を改正する人事院規

則が令和４年６月１７日に公布され、令和４年１０月１日に施行されることに伴い、

国及び県に準じた改正を行うべく条例の一部改正を行うものであります。 

   第２条につきましては、非常勤職員の育児休業の対象期間の上限を子が１歳６か月

到達日とする要件について、夫婦交代での取得や、特別の事情がある場合の柔軟な取

得を可能とするため、規定を整備するものであります。 

   第２条の３につきましては、非常勤職員の育児休業の対象期間の上限を子が２歳に

達する日とする要件について、第２条と同様の改正を行うものであります。 

   第２条の４につきましては、第２条の改正に併せ、非常勤職員の子が１歳以上の期

間における育児休業の取得要件を確認しない場合の要件を定める規定を整備するもの

並びに、非常勤職員の育児休業の取得要件のうち、「子が１歳６か月に達する日まで」

にその任期が満了すること及び引き続いて任命権者を同じくする職に採用されないこ

とが明らかでないとの要件について、非常勤職員が子の出生後８週間以内に育児休業

をしようとする場合には、「子の出生日から起算して８週間と６月を経過する日まで」

と緩和するものであります。 

   第３条につきましては、再度の育児休業取得に係る「条例で定める特別の事情」に

関し、育児休業等計画書により申し出た場合の再度取得に係る規定を削除するもの並

びに、任期を定めて採用された職員について、任期の更新等があった場合の規定を整

備するものであります。 

   議案第５４号、大玉村地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する

条例の一部を改正する条例について申し上げます。 

   本案は、令和４年度税制改正による関連法案が令和４年３月２２日に成立し、同年

４月１日から施行されたことに伴い、大玉村地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例の改正が必要となったことから、所要の改正を行うものであ

ります。 

   関係部分の改正内容について申し上げます。 

   第２条は、固定資産税の不均一課税に関する規定で、「地方活力向上地域等特定業

務施設整備計画」の認定を受けた認定事業者が、施設整備計画に従い特別償却設備を

整備した場合、当該設備に固定資産税が課せられることとなった年度から３か年度分

のものに限り、大玉村税条例第６２条に定める固定資産税の税率１００分の１．４に

かかわらず、当該条文の下表に定めるとおり、初年度１００分の０、第２年度

１００分の０．３５、第３年度１００分の０．７の不均一の税率とするものであり、

適用期限を令和６年３月末まで延長し、さらに大規模な拠点整備に対して２年以内の

整備完了を３年以内に緩和するものであります。 

   附則では、施行期日及び経過措置について定めるものであります。 

   続いて、議案第５５号、令和３年度大玉村一般会計歳入歳出決算認定について申し

上げます。 
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   決算書のほうをご準備ください。 

   決算書９０ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書であります。 

   一般会計の歳入総額が６１億１，８６６万２，６２３円、歳出総額が５５億

６，３６２万４，５８５円となり、翌年度に繰越しすべき財源５，３４５万

１，０００円を差し引いた実質収支額は５億１５８万７，０３８円となりました。こ

れらを前年度と比較いたしますと、歳入で１．６％増、歳出で１．５％減、実質収支

では５６．０％増となりました。 

   財産に関しては９２ページからの「財産に関する調書」に記載のとおりであり、地

方債現在高の現況につきましては９９ページからの調書のとおりであります。 

   また、これら事務事業の執行概要につきましては「成果報告書」に記載のとおりで

あります。 

   なお、一般会計を主とした普通会計の決算状況で明らかとなる財政各指標につきま

しては、成果報告書に記載のとおりでありますが、まず財政の弾力性を表す経常収支

比率は７５．９％（前年度８２．７％）、財政力指数０．３７１（前年度は

０．３８５）、公債費比率６．８％（前年度７．３％）、実質公債費比率７．２％

（前年度７．２％）という状況であり、このほか実質赤字比率、連結実質赤字比率、

将来負担比率などの財政健全化法に基づく指標も含め、いずれも基準内数値であり、

その内容は審査意見書や報告書のとおりであります。 

   地方債は、３年度末現在高で４０億２，３８９万６，０００円であります。このう

ち４７．９％に当たる１９億２，７２０万３，０００円ほどが、国が地方財政の財源

不足を補うため、普通交付税と一体となって発行を許可する特例債である臨時財政対

策債であり、後年度に全額交付税措置されるものであります。 

   次に、議案第５６号、令和３年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついてであります。 

   １３２ページをお開きください。 

   歳入総額が９億４，６２４万３，１０６円、歳出総額が８億９，９２０万

２，２５３円であり、実質収支額は４，７０４万８５３円となりました。これらを前

年度と比較いたしますと、歳入で６．９％増、歳出で７．５％増、実質収支で

３．８％減となりました。 

   また、財産に関しては１３３ページの調書のとおりであり、これら事務事業の執行

については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５７号、令和３年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算認定につ

いて申し上げます。 

   １４６ページをお開きください。 

   歳入総額が９７９万３，５３２円、歳出総額が６４６万６，７２４円であり、実質

収支額は３３２万６，８０８円となりました。これらを前年度と比較いたしますと、

歳入で３１．８％増、歳出で５８．６％増、実質収支で０．８％減となりました。 



 

- 8 - 

 

   また、財産に関しては１４８ページからの調書のとおりであり、これら事務事業の

執行については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５８号、令和３年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認

定について申し上げます。 

   １６２ページをお開きください。 

   歳入総額が１億２，０８２万２，４７８円、歳出総額が１億１，７５６万

３，１１４円であり、実質収支額は３２５万９，３６４円となりました。これらを前

年度と比較いたしますと、歳入で７．３％減、歳出で８．１％減、実質収支で

３２．６％増となりました。 

   財産に関しては１６４ページの調書のとおりであり、地方債の現在高の現況につい

ては１６６ページに記載のとおりであります。また、これら事務事業の執行について

は「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第５９号、令和３年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。 

   １７８ページをお開きください。 

   この会計は、基金による土地の取得と、財産収入での基金への戻入れといった定額

運用の基金会計であるため、決算額が歳入歳出とも同額の２，６４７万１，２６７円

となったものであります。 

   財産に関しては１７９ページの調書のとおりであり、これら事務事業の執行につい

ては「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第６０号、令和３年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。 

   ２０８ページをお開きください。 

   保険事業勘定において、歳入総額が７億６，２０２万７，７５９円、歳出総額が

７億２，７８３万９，７８５円であり、実質収支額は３，４１８万７，９７４円とな

りました。これらを前年度と比較いたしますと、歳入で３．５％増、歳出で０．８％

減、実質収支で１，２８１．１％増となりました。 

   財産に関しては、２０９ページの調書のとおりであります。 

   ２２０ページをお開き願います。 

   介護サービス事業勘定につきましては、実施していた事業を社会福祉法人大玉村社

会福祉協議会へ業務委託したことにより、剰余額を一般会計へ繰り出すことにより決

算額を歳入歳出ともに３３万３，５７０円とし、この事業勘定を閉じるものでありま

す。 

   なお、これら事務事業の執行につきましては、「成果報告書」掲載のとおりであり

ます。 

   議案第６１号、令和３年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て申し上げます。 

   ２３６ページをお開きください。 
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   歳入総額が７，４６９万８，３４４円、歳出総額が７，２５３万３，５７７円であ

り、実質収支額は２１６万４，７６７円となりました。これらを前年度と比較いたし

ますと、歳入で０．９％減、歳出で３．３％減、実質収支で４３３．５％増となって

おり、事務事業の執行については「成果報告書」掲載のとおりであります。 

   次に、議案第６２号、令和３年度大玉村水道事業会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。 

   ２３８ページをお開きください。 

   予算第３条で定めた収益的収支の決算は、水道事業収益で１億７，４６９万

９，７００円、水道事業費用で１億３，９２２万４，７２４円となり、対前年度比は

収益で０．２％の減、費用で９．６％の減となったものであります。 

   ２４０ページをお開きください。 

   予算第４条で定めた資本的収支の決算は、資本的収入で８，５９０万円、資本的支

出が１億６，２９１万１１３円となり、不足する額は、２４０ページ下段に記載のと

おり留保資金等で補塡を行い、決算したものであります。 

   ２４２ページは、令和３年度の損益計算書であります。 

   給水収益などの営業収益で１億３，４０８万７，９５０円、維持管理などの営業費

用で１億２，２９８万５３０円、受取利息などの営業外収益で２，６７８万

３，９３５円、支払利息などの営業外費用で１，３８４万５，２１３円となり、これ

らの収支差引きにより２，４０４万６，１４２円の当年度純利益となりました。 

   ２４３ページは、水道資産の状況を示した貸借対照表であります。 

   有形固定資産合計は１７億４，０８４万７，９８９円、無形固定資産合計が８０万

１４３円、現金預金・未収金などの流動資産合計が３億２，００１万８，２９８円で

あり、資産の部の合計は２０億６，１６６万６，４３０円となるものであります。 

   ２４４ページの負債の部、固定負債の企業債は９億９１７万３，１０８円、未払金

などの流動負債は２０７万４，２４６円、長期前受金などの繰延収益は４億

７，８９５万３，８２０円、資本の部は記載のとおりでありまして、負債・資本合計

は、資産の部の合計と同額となるものであります。 

   ２４５ページは、剰余金計算書であります。 

   まず、利益剰余金の部では、減債積立金、建設改良積立金の合計は２，０００万

２，２２１円、当年度純利益２，４０４万６，１４２円を加えた当年度未処分利益剰

余金３，２７５万９，９４７円であります。 

   ２４６ページの資本剰余金の部は、受贈財産評価額、工事負担金、国県補助金、繰

入金の合計となる翌年度繰越資本剰余金１，１２２万２，１１２円であり、下段は剰

余金処分計算書であります。 

   ２４７ページからは、キャッシュ・フロー計算書、財務諸表附属調書として損益計

算書、貸借対照表等の明細書であります。 

   ２５８ページは、給水の状況などをまとめた事業報告書であります。 

   以上、令和３年度における各会計の決算についてご説明を申し上げました。 
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○議長（菊地利勝） 議案第５２号から議案第６２号までの提案理由の説明が終わりまし

た。 

   ここで、監査委員より決算審査についての報告を求めます。代表監査委員、甲野藤

健一君。 

○代表監査委員（甲野藤健一） 私のほうから、令和３年度の決算審査意見書を報告申し

上げます。 

   決算審査意見書のページをお開きいただきたいと思います。 

   １ページをお開きください。 

   令和３年度大玉村一般会計・特別会計歳入歳出決算意見書ということで申し上げま

す。朗読をもって報告差し上げます。 

   第１ 審査の対象 

    令和３年度大玉村一般会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村玉井財産区特別会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村土地取得特別会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村介護保険特別会計歳入歳出決算 

    令和３年度大玉村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

   第２ 審査の期間 

    令和４年８月１８日から２４日まで実施いたしました。 

   第３ 審査の場所 大玉村役場 

   第４ 審査の方法 

    審査に当たっては、村長から送付された令和３年度一般会計及び特別会計（水道

事業を除く。以下同じ。）歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書

及び財産に関する調書（以下決算諸表）について、諸帳簿、証票類と照合し、さらに

関係職員の説明を求め、決算計数の確認と予算が法令等に適合して適正かつ効率的に

執行されているか、以下の項目について審査をいたしました。 

   歳入では、 

   ①違法又は不当な調定及び調定漏れはないか。 

   ②調定の取消し、更正の根拠及び手続は適正か。 

   ③調定の時期及び手続は適正か。 

   ④収入済額は予算現額に比して著しく差異はないか。また、前年度と比較して著し

い増減はないか。 

   ⑤収入済額は調定額に比して著しい差異はないか。また、前年度と比較して収入率

の著しい低下しているものはないか。 

   ⑥収入方法、収入時期は適切か。継続的に遅れているものはないか。 

   ⑦収入未済額、不納欠損処分及び滞納処分停止の事務処理は適切か。 

   ⑧減免、分納等の理由は適正か。 



 

- 11 - 

 

   ⑨不当に債権を放棄しているものはないか。 

   ⑩国庫支出金、県支出金、負担金、公債収入等特に歳出と関連のあるものの支出に

対応する収入確保の措置は適正か。 

   歳出関係で申し上げます。 

   歳出では、 

   ①事務事業の計画に対する進捗状況は妥当か。 

   ②予算額に比して多額の不用額を生じているものはないか。また、不用の生じた理

由は何か。 

   次ページ、お願いします。 

   ③予算の流用増減額の理由及び手続は適正であるか。 

   ④当面必要としない物件の購入等による予算の冗費支出はないか。 

   ⑤委託料、工事請負費等の支出の時期及び額は適切か。また、検査検収は確実に行

われているか。 

   ⑥補助金、交付金等の支出の必要性、有効性、時期及び額は妥当か。また、精算報

告は確実に行われているか。 

   ⑦繰越明許の理由及び手続は適正か。 

   財産、基金関係で申し上げます。 

   ①行政財産、普通財産の異動増減の理由及び処理は適正か。 

   ②貸付け、使用許可の理由及び条件等は適切か。 

   ③不法占拠はないか。 

   ④基金の運用状況に関する調書の計数は会計管理者及び各予算管理課保管の基金台

帳、整理簿等と一致しているか。 

   以上の点を重視して監査を行いました。 

  第５ 審査の結果 

   １ 審査に付された一般会計及び特別会計歳入歳出決算書並びにその他法令で定め

る調書等の資料は、いずれも法令に準拠して作成され、一般会計歳入歳出決算書及び

特別会計歳入歳出決算書とも、款、項、目、節などの計数も正確に記載されており、

適正な執行がされたものと認める。 

   ２ 財政健全化判断比率及び公営企業不足比率については、算定の基礎となる事項

を記載した書類に基づき審査をしたが、適正に作成されており、基準をクリアしてい

た。 

   ３ 基金について、計数及び運用状況は、適正に管理運用されていた。 

   ４ 行政財産及び普通財産については、適正に管理されていた。 

   審査の結果を申し上げました。 

  第６ 審査の意見を申し上げます。 

   令和３年度普通会計決算状況を見ると、歳入総額６１億３，３７０万円のうち地方

税９億５，３３９万２，０００円、地方交付税２０億３，４８２万７，０００円であ

り、歳出総額５５億７，８６６万２，０００円のうち人件費１０億５，８００万
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１，０００円、公債費４億５，６５８万１，０００円、物件費６億９，３５２万

４，０００円である。経常収支比率は７５．９％で、対前年度で６．８ポイント減少

した。 

   令和３年度予算執行に関する事務処理については、毎月実施している例月出納検査

及び２月に実施した定期監査において審査しており、指導事項、改善事項はその都度

指導を行った。特に、下記事項を付して決算審査の意見といたします。 

   記。 

   １番、経常収支比率７５．９％の要因は、地方交付税の伸びによるが一時的なもの

と考えられる。経常経費の削減と村税等の自主財源のますますの確保に努められたい。 

   ２番、収入未済額について、村税が６，８３９万９，６０６円、公営住宅使用料が

７７万６，９００円、公営住宅使用料過年度分７５万７，０００円、国民健康保険税

６，９３０万３，７９６円、集落排水事業使用料１１２万７，５００円、介護保険料

２６９万１，２６０円でありました。これらの未納の実態を把握し、早急に税収等の

徴収に努められるようお願いしたい。 

   ３番、昨今の集中豪雨が頻発する状況下において、大規模災害発生時における初期

対応の体制を確立されたい。これは初期対応のマニュアルというふうにと考えており

ます。 

   以上、申し上げました。 

   ３ページからについては、概要についてはご覧になっていただきたいと思います。 

   ５ページをお開き願います。 

   ここに、先ほども説明、村長のほうからありましたけれども、主要、５ページの中

段になります、枠になりますけれども、令和３年度の財政力指数が０．３７１。私が

役場に昔入った頃は、０．３でした、０．２８とか。かなりの指数が上がっていると

いうのが事実であります。ただ、目指すは４割比率というふうに考えておりますので、

この辺についてもお考え願いたい。 

   経常収支比率７５．９％。村としての経常収支比率は７５％ぐらいが適正かと思わ

れます。ただ、地方交付税が増えれば、歳入が増えれば、ここは下がりますので、ど

うしてもやっぱり歳入の確保と、交付税とかその他の財源の確保に努められたいと思

います。 

   公債費比率は、これは６．８％だとしても、これは先ほども申し上げましたけれど

も、先ほどの村長から話しされたように、これは臨時財政対策債を除いた比率であり

ますので、地方債の償還が４億５，０００万円ということになっておりますので、実

質は予算の中の十何％は回収と、こういう状況になりますので、ご報告申し上げます。 

   次に、９ページをお開き願いたいと思います。 

令和３年度大玉村水道事業会計決算審査意見書 

  第１ 審査の対象 

   審査の対象 令和３年度大玉村水道事業会計決算 

   審査の期間 令和４年８月１８日から２４日まで 



 

- 13 - 

 

   審査の場所 大玉村役場 

   審査の手続 この決算審査に当たっては、管理者から提出された決算書類が、水道

事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているかどうかを検討するため、会計帳

簿・証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続を実施したほか、必要と認められ

るその他の審査手続を実施した。 

  第２ 審査の結果 

   審査に付された決算諸表は、地方公営企業法及び同施行令、その他関係法令の定め

るところにより整理されており、令和３年度末における事業会計の現金残高は預金残

高と一致した。予算の執行状況についても関係法令に従い適正妥当なものと認められ

た。さらに、水道事業の経営成績及び財政状態も適正に表示しているものと認めた。 

   また、財産、物品等については、年度中の増減並びに年度末現在高が関係台帳及び

書類と符合し適正であった。 

  第３ 審査の意見を申し上げます。 

   大玉村の水道水は県内でも有数のおいしい水である。県内外の方々に販売提供を試

みる必要があると考える。経営強化の上でもぜひ検討をされたいというふうに望んで

おります。 

   あと、決算の概要については、ご覧になっていただきたいと思います。 

   次ページ、１２ページ。 

令和３年度の財政健全化審査意見書 

  １ 審査の概要 

   この財政健全化審査は、村長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施いたしま

した。 

  ２ 審査の結果 

   （１）総合意見 

   審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書

類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   記。 

   （２）個別意見 

   ①実質公債費比率について 

   令和３年度の実質公債費比率は７．２％となっており、早期健全化基準の２５％と

比較すると、これを下回っている。 

   ②将来負担比率について 

   令和３年度の将来負担比率は算定されず、早期健全化基準の３５０％よりも下回っ

ている。 

   （３）是正改善を要する事項、特に指導すべきはない。 

   次に、１３ページ。 

令和３年度大玉村水道事業会計経営健全化審査意見書 
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  １ 審査の概要 

   この経営健全化審査は、村長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

  ２ 審査の結果 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   経営健全化比率が２０％。資金不足比率については、資金不足ではありませんので、

数値は表示しないと。 

   あと、その他は特に指導すべき事項はありません。 

   次に、１４ページ。 

令和３年度大玉村農業集落排水事業特別会計経営健全化審査意見書 

  １ 審査の概要 

   この経営健全化審査は、村長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

  ２ 審査の結果 

   審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

   資金不足が生じていないため、省略いたします。 

   以上、申し上げました。 

   なお、諸般の報告でも申し上げましたけれども、社会福祉協議会、おおたま村づく

り株式会社、これは８月２５日に決算監査を行いました。これは地方自治法に基づく

監査であります。 

   以上、報告申し上げまして、令和３年度の決算審査意見書といたします。 

○議長（菊地利勝） 決算審査の報告が終わりました。 

   ここで暫時休議いたします。再開は午前１１時１０分といたします。 

（午前１０時５２分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 再開いたします。 

（午前１１時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 引き続き、村長より議案第６３号から報告第３号までの提案理由の

説明を求めます。村長。 

○村長（押山利一） それでは、続いて提案理由の説明をさせていただきます。 

   議案第６３号から議案第７０号、令和４年度各会計補正予算について概要のみご説

明を申し上げ、詳細につきましては総務課長補佐に説明をさせます。 

   それでは、議案第６３号、令和４年度大玉村一般会計補正予算についてをご説明申

し上げます。 

   今回の補正は、前年度決算による繰越金や地方交付税等の確定額を主な財源として、
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今後見込まれる事務事業に対応する予算の編成を行ったところであります。 

   それでは、予算書によりご説明申し上げます。 

   １ページをお開きください。 

   補正予算第３号は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ７億２，６７７万

８，０００円を追加し、予算の総額を５２億３，６１０万２，０００円とするもので

あります。 

   また、補正予算第２条は、４ページに掲載の第２表のとおり、保育所の隣地に整備

する子ども広場整備工事費に充当となる社会福祉施設整備事業債、及び本年３月

１６日に発生した福島県沖地震により被害を受けた施設等災害復旧事業債の追加、並

びに地方交付税の算出で発行可能額が確定した臨時財政対策債の変更、補助金が確定

したことによる道路整備事業に係る地方債の変更であります。 

   次に、議案第６４号、令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について申

し上げます。 

   ６９ページをお開きください。 

   今回の補正は、決算による繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものであり、既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ１，８２８万２，０００円を追加し、予算の総額を

９億６１１万８，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６５号、令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について申し

上げます。 

   ８７ページをお開きください。 

   今回の補正は、決算による繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものであり、既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ２３２万６，０００円を追加し、予算の総額を

６６６万１，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６６号、令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算につい

て申し上げます。 

   ９５ページをお開きください。 

   今回の補正は、決算による繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものであり、既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ４４３万８，０００円を追加し、予算の総額を１億

５，５２６万１，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６７号、令和４年度大玉村土地取得特別会計補正予算について申し上

げます。 

   １１１ページをお開きください。 

   今回の補正は、土地開発基金への償還額を増額するための予算の編成を行い、既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ４，４８２万５，０００円を追加し、予算の総額を

５，１０５万円とするものであります。 

   次に、議案第６８号、令和４年度大玉村介護保険特別会計補正予算について申し上

げます。 

   １１９ページをお開きください。 
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   今回の補正は、前年度決算の確定による各費目の精算のための編成を行い、既定の

予算の総額に歳入歳出それぞれ４，０３２万５，０００円を追加し、予算の総額を

８億１，２８３万３，０００円とするものであります。 

   次に、議案第６９号、令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について

申し上げます。 

   １４５ページをお開きください。 

   今回の補正は、決算による繰越金の確定に伴う予算の編成をしたものであり、既定

の予算の総額に歳入歳出それぞれ２１６万３，０００円を追加し、予算の総額を

８，１５５万８，０００円とするものであります。 

   次に、議案第７０号、令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について申し上げま

す。 

   １５３ページをお開きください。 

   補正予算第２条は、予算第３条に定めた収益的支出の水道事業費用に５５万

３，０００円を補正計上し、予定額の総額を１億５，２０９万１，０００円とするも

のであります。 

   補正予算第３条は、予算第４条に定めた資本的支出の建設費に３１８万

５，０００円を補正計上し、予定額の総額を１億２，５７２万９，０００円とし、不

足する財源は内部留保資金等で補塡するものであります。 

   続きまして、議案書のほうにお戻りをいただきたいと思います。 

   議案第７１号、村道路線の認定について申し上げます。 

   百々目木３号線につきましては、建築の接道要件の適正を図るため、道路用地の寄

附により幅員４メートルの確保が可能となったことから、道路法第８条第２項の規定

に基づき路線を認定するものです。 

   議案第７２号、大玉村固定資産評価審査委員会の委員の選任について申し上げます。 

   本案につきましては、現職であります佐々木喜美子氏より、任期満了となる令和

４年９月２８日をもって退任の申出があり、後任として武田幸子氏を、人格、識見と

もに最適任者であることを認め、大玉村固定資産評価審査委員会の委員に選任するこ

とについて、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会の同意を求めるものであ

ります。 

   なお、当該委員の任期は、令和４年９月２９日から令和７年９月２８日までの３年

間であります。 

   続きまして、報告第２号、健全化判断比率の報告について、報告第３号、資金不足

比率の報告については、資料をご覧願います。 

   以上のとおり、提案理由の説明を申し上げました。何とぞよろしくご審議賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（菊地利勝） 総務課長補佐。 

○総務課長補佐（渡辺一樹） 命により、議案第６３号から議案第７０号、令和４年度各

会計補正予算についてご説明申し上げます。 
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   それでは、議案第６３号、令和４年度大玉村一般会計補正予算について、歳出から

ご説明申し上げます。 

   補正予算書１６ページをお開き願います。 

   款１議会費は、職員人件費の組替えのほか、議員研修の際の有料道路通行料、合わ

せて４万円の補正計上であります。 

   款２総務費は、総額３億９，０７１万３，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、一般管理費の事項①三役、職員の人件費及び庁内一般管理に要す

る経費は、押印見直しによる例規データベース更新料３２７万２，０００円を含め、

合わせて２７万円の補正計上であります。 

   下段から１８ページにかけての文書広報費の事項②情報処理に要する経費は、導入

後年数が経過している情報ネットワーク関連機器を更新するための委託料６００万円

を含め、合わせて６１３万円の補正計上であります。 

   財政管理費の財政事務に要する経費は、公共施設の今後の修繕計画を含めた財政計

画策定業務委託料６０５万円を含め、６５５万円の補正計上であります。 

   中段の財産管理費の事項①庁舎等の維持管理に要する経費は、脱炭素社会の実現に

向けた取組として電気自動車購入経費５００万円など、合わせて６８１万円の補正計

上であります。 

   事項②公共用地の取得に要する経費では、土地開発基金買戻し経費４，４８２万

５，０００円の補正計上であります。 

   ２０ページをお開き願います。 

   企画費の事項⑤定住促進対策に要する経費は、大山字仲ノ内地内５区画の宅地分譲

に係る定住促進住宅団地造成事業補助金２５０万円の補正計上であります。 

   中段の基金費は、繰越金の確定による剰余金処分として、財政調整基金に２億

６，０００万円を積み立てるものであります。 

   ２２ページをお開き願います。 

   災害対策費の事項④農山村地域復興基盤総合整備に要する経費は、令和元年東日本

台風等の影響により放射性物質の流入が懸念されている農業用ため池の放射性物質対

策基礎調査委託料４００万円の補正計上であります。 

   新型コロナウイルス感染症対策費の事項⑮小中学生給食費助成に要する経費は、給

食原材料費の高騰に伴う学校給食費補助金５０１万５，０００円、事項㉑燃料高騰対

応中小企業等支援に要する経費は、原油価格高騰により経営に影響を受けている運送

事業者等に対する応援金など９５６万３，０００円、事項㉒事業者等一時金助成に要

する経費は、令和４年１月から３月のまん延防止等重点措置に伴い福島県が実施した

個人事業者等への一時金非対象者に対して支給する一時金３００万円、事項㉓肥料・

飼料・燃油高騰に要する経費は、原油や農業資材等の価格高騰により経営に影響を受

けている農業者への負担軽減のための農業生産資材等高騰対策支援金３，２０５万

６，０００円の補正計上であります。 

   ２４ページをお開き願います。 
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   賦課徴収費の村税の賦課、徴収に要する経費は、エルタックスを利用した共通納税

の税目を拡大するためのシステム改修業務委託料１３２万円など、合わせて２８８万

２，０００円の補正計上であります。 

   ２６ページをお開き願います。 

   款３民生費は、総額５，６１８万９，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、社会福祉総務費の事項⑧物価高騰緊急福祉対策事業に要する経費

は、県補助金並びに国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、

物価高騰による非課税世帯への影響を緩和するため、村の共通商品券を支給するため

の経費３２０万１，０００円の補正計上であります。 

   ２８ページをお開き願います。 

   老人福祉費の事項⑧地域包括ケアシステム深化・推進事業に要する経費は、県補助

金を活用し、各種事業を通して、心身の健康保持、介護予防、生活習慣病等の重症化

予防を図るための経費１５６万７，０００円の補正計上であります。 

   下段から３０ページにかけての児童福祉総務費の事項①児童の健全育成に要する経

費は、保育所西側に設置する子ども広場整備工事費４，０００万円など、合わせて

４，００３万１，０００円の補正計上であります。 

   ３２ページをお開き願います。 

   款４衛生費は、総額４，３５０万８，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、中段の保健衛生総務費の事項⑧健康長寿推進事業に要する経費は、

現在各集会所で展開している元気づくり教室のコーディネーターを新たに１名養成す

るための委託料１１０万７，０００円など、合わせて１２８万７，０００円の補正計

上であります。 

   ３４ページをお開き願います。 

   款６農林水産業費は、総額４，２８１万９，０００円の補正計上であります。 

   ３６ページをお開き願います。 

   主な事業として、農業振興費の事項①農業振興に要する共通経費は、県の補助事業

で実施する肥料高騰緊急対策事業補助金７０９万２，０００円、本村の基幹産業であ

る農業の今後の事業に充てるための農業振興基金積立金２，０００万円など、合わせ

て２，９４６万２，０００円の補正計上であります。 

   畜産業費の事項①畜産の振興に要する共通経費は、１０月に鹿児島県で開催される

全国和牛能力共進会に出場するための経費として４６万円の補正計上であります。 

   下段から３８ページにかけての事項②堆肥センターの運営に要する経費は、堆肥撹

拌機やもみ殻タンクの修繕料８１０万円など、合わせて１，０３３万４，０００円の

補正計上であります。 

   中段の林業振興費の事項①林業の振興に要する経費は、森林経営管理に基づく意向

調査業務委託料３０８万９，０００円など、合わせて３７７万９，０００円の補正計

上であります。 

   下段の款７商工費は、総額６２８万９，０００円の補正計上であります。 
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   主な事業として、下段から４０ページにかけての観光費の事項①観光の振興に要す

る経費は、アットホーム旧館周辺の施設利活用基本構想策定業務委託料５０万円や名

倉山頂上付近の登山道階段設置工事費など、合わせて４９０万１，０００円の補正計

上であります。 

   款８土木費は、総額３，７６１万１，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、４２ページにかけての道路維持費の事項①道路維持に要する経費

は、除雪委託料１，０００万円や道路等維持補修工事費２，０００万円など、合わせ

て３，２８４万９，０００円の補正計上であります。 

   上段の道路新設改良費の道路新設改良に要する経費は、国の交付金事業交付額の確

定に伴い工事費１，６３０万円の減額など、合わせて１，５００万円の減額計上であ

ります。 

   中段の河川総務費の河川管理に要する経費は、雨ヶ沢地内の水路改修工事費

５００万円など、合わせて９１４万円の補正計上であります。 

   款９消防費は、総額３３１万円の補正計上であります。 

   主な事業として、下段の非常備消防費、消防団の活動に要する経費は、消防団員の

災害出場手当３００万円の補正計上であります。 

   ４４ページをお開き願います。 

   款１０教育費は、総額５，８６４万８，０００円の補正計上であります。 

   主な事業として、下段から４６ページにかけての事務局費の事項⑬小中学校雪上体

育体験に要する経費は、スキー教室開催経費４９０万２，０００円の補正計上であり

ます。 

   中段の学校管理費の事項①玉井小学校の管理運営に要する経費は、駐車場舗装工事

費２，０００万円など、合わせて２，２７９万５，０００円の補正計上であります。 

   以下、５０ページ上段にかけての小学校費、中学校費、幼稚園費は、職員給与費等

組替えや消耗品費や電気料などの管理運営経費の補正計上であります。 

   ５０ページをお開き願います。 

   中段の文化財保護費の文化財保護に要する経費は、村指定文化財保存施設の修繕に

係る補助金２０６万７，０００円など、合わせて２５１万２，０００円の補正計上で

あります。 

   下段の体育施設費の事項①体育館・運動場の管理に要する経費は、村民運動場照明

設備の気中開閉器更新工事費７７万円など、合わせて７８万８，０００円の補正計上

であります。 

   ５２ページをお開き願います。 

   款１１災害復旧費の農地農業施設災害復旧費は、令和４年３月１６日に発生した福

島県沖地震による大橋地内土地改良施設災害復旧事業補助金６９０万円の補正計上で

あります。 

   土木施設災害復旧費は、令和元年台風１９号に係る地滑りによる大作田１号線災害

復旧工事費１，８４２万９，０００円など、合わせて３，３７９万円の補正計上であ
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ります。 

   社会教育施設災害復旧費は、令和４年３月１６日に発生した福島県沖地震による村

民体育館災害復旧工事費などで３，０００万円の補正計上であります。 

   下段の款１４予備費は、今後の未確定要素への対応も含め、調整財源として

１，６９６万１，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ８ページをお開き願います。 

   款１０地方特例交付金は３０２万６，０００円、款１１地方交付税は、普通交付税

交付金の確定により２億４，３０５万１，０００円の補正計上であります。 

   款１５国庫支出金の総務費国庫補助金は、農業用ため池放射性物質対策に充当とな

る福島再生加速化交付金４００万円や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金、合わせて５，４３７万６，０００円の補正計上であります。 

   民生費国庫補助金は１６万５，０００円の増額、土木費国庫補助金は交付金額の確

定により４７８万８，０００円の減額、教育費国庫補助金は、新型コロナウイルス感

染症対策で学校保健特別対策事業費補助金１３５万円の増額、災害復旧費国庫補助金

は大作田１号線災害復旧費で１，３８９万７，０００円の補正計上であります。 

   １０ページをお開き願います。 

   款１６県支出金の総務費県補助金は、健康長寿推進事業経費に充当となる福島県地

域創生総合支援事業補助金２０８万円の補正計上であります。 

   民生費県補助金は２８３万９，０００円、農林水産業費県補助金は７５４万

７，０００円、総務費委託金は２万８，０００円、土木費委託金は４万円の補正計上

であります。 

   款１８寄附金の一般寄附金は、団体３社からの寄附金１，６７６万２，０００円の

補正計上であります。 

   款１９繰入金の介護保険特別会計繰入金は、前年度における介護保険特別会計の決

算による精算戻入れ１，３５８万８，０００円の補正計上であります。 

   １２ページをお開き願います。 

   財政調整基金繰入金は８，０００万円、減債基金繰入金は３，０００万円をそれぞ

れ取崩しを減額し、森林環境譲与税基金繰入金は３０８万９，０００円を補正計上す

るものであります。 

   款２０繰越金は、前年度繰越金として４億２，１５８万７，０００円の補正計上で

あります。 

   款２１諸収入の雑入は、市町村振興協会広域振興事業補助金など、合わせて

２０４万１，０００円の補正計上であります。 

   款２２村債の民生債は、子ども広場整備関連で３，２００万円の増額、土木債は事

業費の減により９３０万円の減額、臨時財政対策債は、普通交付税の確定に伴い発行

可能額が確定したため、１，１４０万円の減額計上であります。 

   なお、臨時財政対策債は、地方の財源不足を補うため普通交付税と併せて発行が認
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められる一般財源であり、後年度の交付税算定の中で、返済額全額が交付税措置され

るものであります。 

   下段から１４ページにかけての災害復旧債は、農地農業施設災害復旧事業債で

４４０万円、公共土木施設災害復旧事業債で７２０万円、社会教育施設災害復旧事業

債で３，３２０万円の補正計上であります。 

   ５４ページからは、給与費の明細を掲載しております。 

   以上、一般会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６４号、令和４年度大玉村国民健康保険特別会計補正予算について、

歳出よりご説明申し上げます。 

   ７４ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、職員人件費等７４万３，０００円の補正計上でありま

す。 

   款２保険給付費の一般被保険者療養費は１００万円、葬祭費は５０万円の補正計上

であります。 

   款９予備費は、財源を調整し１，６０３万９，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ７２ページをお開き願います。 

   款３県支出金の保険給付費等交付金は、普通交付金１５０万円の補正計上でありま

す。 

   款５繰入金の一般会計繰入金は、職員人件費等繰入金７４万３，０００円の補正計

上であります。 

   款６繰越金は、前年度決算の確定により１，６０３万９，０００円の補正計上であ

ります。 

   ７６ページからは、給与費の明細を掲載しております。 

   以上、国民健康保険特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６５号、令和４年度大玉村玉井財産区特別会計補正予算について、歳

出よりご説明申し上げます。 

   ９２ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、玉井財産区管理運営基金積立金２００万円の補正計上

であります。 

   款３予備費は、財源を調整し３２万６，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ９０ページをお開き願います。 

   款２繰越金は、前年度決算の確定により２３２万６，０００円の補正計上でありま

す。 

   以上、玉井財産区特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６６号、令和４年度大玉村農業集落排水事業特別会計補正予算につい

て、歳出よりご説明申し上げます。 
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   １００ページをお開き願います。 

   款１維持費の農業集落排水施設維持管理費は、職員人件費のほか、玉貫地内舗装工

事費１８４万６，０００円など、合わせて４４３万８，０００円の補正計上でありま

す。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   ９８ページをお開き願います。 

   款１使用料及び手数料は、加入者の増による農業集落排水処理施設使用料１１８万

円の補正計上であります。 

   款３繰越金は、前年度決算の確定により３２５万８，０００円の補正計上でありま

す。 

   １０２ページからは、給与費の明細を掲載しております。 

   以上、農業集落排水事業特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６７号、令和４年度大玉村土地取得特別会計補正予算について、歳出

よりご説明申し上げます。 

   １１６ページをお開き願います。 

   款１土地開発基金費は、基金積立金４，４８２万５，０００円の補正計上でありま

す。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   １１４ページをお開き願います。 

   款１財産収入の不動産売払い収入は、一般会計への土地売払い代金４，４８２万

５，０００円の補正計上であります。 

   以上、土地取得特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６８号、令和４年度大玉村介護保険特別会計補正予算について、歳出

よりご説明申し上げます。 

   １２６ページをお開き願います。 

   款１総務費の一般管理費は、職員給与費等で７１万３，０００円の減額計上であり

ます。 

   款４地域支援事業費の介護予防・日常生活支援サービス事業費は、財源調整であり

ます。 

   包括的支援事業費は、２７３万５，０００円の補正計上であります。 

   款７諸支出金の償還金は、令和３年度介護給付費等の精算に伴う返還金

１，４４６万円の補正計上であります。 

   下段から１２８ページにかけての一般会計繰出金は、前年度決算の確定に伴う繰出

金１，３５８万８，０００円の補正計上であります。 

   款８予備費は、財源を調整し１，０２５万５，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   １２２ページをお開き願います。 

   款３国庫支出金は、地域支援事業交付金１０５万２，０００円、保険者機能強化推
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進交付金１１６万円、市町村介護保険保険者努力支援交付金１１８万円の補正計上で

あります。 

   款５県支出金の地域支援事業交付金は、５２万６，０００円の補正計上であります。 

   款７繰入金は、地域支援事業繰入金５２万６，０００円の増額、その他一般会計繰

入金は２８万３，０００円の減額計上であります。 

   介護保険基金繰入金は、基金取崩しを４６万７，０００円減額計上するものであり

ます。 

   款８繰越金は、前年度決算の確定により３，４１８万６，０００円の補正計上であ

ります。 

   下段から１２４ページにかけての款９諸収入は、前年度業務委託料の確定により、

地域包括支援センター業務委託料過年度精算金２４４万５，０００円の補正計上であ

ります。 

   １３０ページからは、給与費の明細を掲載しております。 

   以上、介護保険特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第６９号、令和４年度大玉村後期高齢者医療特別会計補正予算について、

歳出よりご説明申し上げます。 

   １５０ページをお開き願います。 

   款５予備費は、調整財源として２１６万３，０００円の補正計上であります。 

   続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

   １４８ページをお開き願います。 

   款５繰越金は、前年度決算の確定により２１６万３，０００円の補正計上でありま

す。 

   以上、後期高齢者医療特別会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   次に、議案第７０号、令和４年度大玉村水道事業会計補正予算について説明申し上

げます。 

   １５４ページをお開きください。 

   予算実施計画であります。 

   １５５ページから１５９ページにかけては、給与費明細であります。 

   １６０ページをお開き願います。 

   補正内容の明細書であります。 

   収益的支出の項１営業費用は、総係費で職員給与費等５５万３，０００円の補正計

上であります。 

   資本的支出の項１建設費は、８月３日に発生した大雨による第４水源導水管応急仮

設工事費等で３１８万５，０００円の補正計上であります。 

   以上、水道事業会計補正予算についてご説明申し上げました。 

   以上のとおり、令和４年度各会計に係る補正予算について、提案理由の説明を申し

上げました。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地利勝） 提案理由の説明が終わりました。 
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◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第７、委員会研修報告を行います。 

   総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会の各委員長より順に報告を求めます。 

   まず、総務文教常任委員会委員長の報告を求めます。１０番。 

○総務文教常任委員長（須藤軍蔵） 総務文教常任委員会視察研修報告。 

   総務文教常任委員会の決定に基づき、令和４年６月２８日に大山小学校において、

７月５日は新地町において、佐原吉太郎委員欠席のほか全委員出席の下、「ＩＣＴ活

用教育の現況調査」、「ＩＣＴ活用教育の先進事例調査」をテーマに実施しました総

務文教常任委員会視察研修について報告いたします。 

   国のＧＩＧＡスクール構想により、本村では、令和３年度に小中学校に１人１台、

計８８０台のタブレット端末が導入されました。ＩＣＴ専任の指導主事（ＩＣＴ支援

員）が、週に４日間、日替わりで小中学校を訪問し、ＩＣＴ教育の支援と研修推進に

取り組んでいます。 

   ６月２８日、大山小学校では、２年１組の算数、６年２組の社会の授業を視察しま

した。 

   子どもたちは、鉛筆やノートと並ぶ「新しい文房具」として、タブレット端末を活

用しています。２年生の算数では、タブレット端末のドリルをそれぞれ進めることで

学習の定着を確認する授業が行われていました。６年生の社会では、自分やグループ

の友人の考えをタブレット端末で共有し、自由に発言し、活発に授業に取り組んでい

ます。 

   授業を視察した後、ＩＣＴ支援員の馬場指導主事の説明により、本村のＩＣＴ活用

教育の現況について理解を深めました。 

   今のところ、セキュリティフィルター制限を厳しくしているため、子どもたちはタ

ブレットを「いつでも、どこでも、自由に使える」という状況ではないようですが、

今後もメディアリテラシーと情報モラル教育をＩＣＴ活用と両輪で進めていく必要が

あります。さらに、子どもたちの学習の定着を図り、教職員の負担も軽減するために

は、ＩＣＴ支援員や学習支援員の充実の必要性も感じたところであります。 

   ７月５日は、新地町の新地小学校において視察研修を実施しました。 

   新地町は、浜通りの最北端に位置し、面積は４６．５３平方キロメートル、北と西

は宮城県、南は相馬市、東は太平洋に面した自然環境が豊かで、四季を通じて温和な

気候に恵まれています。 

   産業は、農業が中心で、米、野菜、果樹、花卉、畜産、種苗など多岐にわたり、町

の基幹産業となっております。新地町と相馬市にまたがって相馬中核工業団地があり、

相馬共同火力発電株式会社新地発電所や株式会社ＩＨＩなどが操業しています。 

   東日本大震災の地震と津波により、多くの家屋が被災し、町の面積の約２割が浸水

し、農地の約４割が被害を受けましたが、震災から１１年が過ぎ、住まいの再建、海

岸堤防、防災緑地などの整備と併せて、交通ネットワークや産業基盤の整備などが着

実に進んでいます。また、重要港湾相馬港の新地町分では、天然ガスの受入れ基地が
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完成し、天然ガス火力発電所１号機が令和２年４月に、２号機も同年８月に営業運転

が開始され、復興と産業振興に期待が高まっております。 

   新地小学校では、３年生の算数、６年生の理科の授業を視察しました。 

   子どもたちは、タブレット操作に慣れていて、自分や友達の考えのよいところや相

違点に気づくために、自分のノートに書いたことを写真に撮って共有しています。大

型モニターに映し出された自分の考えを全員の前で堂々と発表したり、タブレットを

持って自由に歩き回り活発に意見を交換したりしています。検索機能を使って、自分

の課題解決に向けて調べ学習などもスムーズに行っています。デジタルと非デジタル

のバランスを取りながら、先生が教え込むのではなく、子どもたちに寄り添った授業

を行っています。 

   授業を視察した後は、新地町教育委員会から、ＩＣＴ活用教育についての説明をい

ただきました。 

   新地町は、平成２２年度から様々な実証事業に取り組み、長年培われてきた実績は

大きいです。平成２２年度から町内の小学校３校の３年生から６年生全員にタブレッ

トが配置され、全学年各教室に電子黒板やネットワークも整備されました。さらに、

ＩＣＴ支援員を各校に２、３名配置しました。先進的な教育環境で、授業への活用、

ＩＣＴ支援員との連携などの取組が始まりました。その後も町内全児童生徒にタブレ

ットを配備、教育用クラウドを利用したドリル学習や家庭で予習をして自分の考えを

持って授業に臨む反転授業や協働学習、国内外との交流事業、統合型校務システムと

学習のデータを連携することで効果的な学習指導や教員の授業改善、ＩＣＴ支援員の

増員など、様々な実証事業が行われています。令和３年度からは、「次世代のための

メディアリテラシー育成事業」など新しい事業に積極的に取り組んでいます。 

   新地町のＩＣＴ活用教育の目的は、コミュニケーション能力の育成、主体的・対話

的で探究型の深い学びの創造です。子どもたちは、時間や場所の制約を超え、いろい

ろな交流からコミュニケーション能力の向上、Ｗｈｙ？Ｂｅｃａｕｓｅ～（なぜ？だ

から～）を意識した授業構築から物事を調べることが楽しくなり、探究心の向上、深

い学びにつながっています。 

   ＩＣＴ支援員は各学校に常勤し、教職員が望む授業や児童生徒に効果的な授業を実

践するために支援しています。積極的に授業に参加し、教職員や児童生徒との信頼関

係を築きながら、月に１回は支援員が集まり定例会議を開催し、各学校の取組の状況

や起きたトラブルの事例や解決方法などの情報を共有しています。 

   最後に、これら視察を通しての研修の成果を報告いたします。 

   国のＧＩＧＡスクール構想により、教育現場でもＩＣＴ活用や実績がさらに求めら

れている時代になっています。両校を視察し、授業の進め方や子どもたちの様子など

を見て、改めて時代は変わったなと感じました。 

   両校ともタブレットを「文房具」として捉えており、子どもたちはノートや鉛筆、

教科書と組み合わせて課題に取り組んでいます。タブレットを利用して直接書き込ん

だり、間違いを簡単に修正したり、友達と自由に意見交換するなど、学習が楽しくな
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っていると感じました。 

   書く力の低下が懸念されていますが、新地町では、言語教育に重点を置いて、授業

後に考えをまとめノートに書いたり、発表させたりしています。言葉を大事にする教

育活動をしっかり打ち出しています。前に出て発表することが当たり前になっている

とのことで、小中学生の「新地町少年の主張大会」では全員が原稿なしで発表を行っ

たということは驚くばかりです。 

   新地町の教育長は、「ＩＣＴ機器は『文房具』である。道具がなければ作品は作れ

ない。機器は進化する道具であり、指導する者の力量とＩＣＴ支援員の技量が児童生

徒の知識獲得量に相乗効果をもたらす。ＩＣＴ支援員が常駐することが理想である」

と話されました。ＩＣＴ活用教育を進める上で大切なのは、子どもたちや教職員、保

護者へのＩＣＴ支援員による支援であります。本村でも、各校に１名のＩＣＴ支援員

の配置は最重要課題であると考えます。 

   新地町では、校務支援システムと子どもたちが活用する授業・学習系システムを連

携したことで、教職員の作業量が軽減され、子どもたちと触れ合える時間が増えまし

た。また、いじめや不登校防止、個々の学習指導などの子どもの実態を把握していま

す。子どもたちを守り、導き、温かさを感じるシステムであると感じました。本村で

は、昨年度末に校務支援システムについて教職員にアンケート調査を行っています。

事務の効率化が少しできた、あまりできなかった、タブレットやアプリの使い方の研

修や支援を希望するなどの課題があるようです。 

   今回の研修では、ＩＣＴ活用教育とは何かを実際に見て、聞いて、理解を深めるこ

とができ、子どもたちや教職員、保護者のために、ＩＣＴ活用教育を進めていく上で

大いに参考となったことを付け加え、総務文教常任委員会の報告といたします。 

    令和４年９月６日 

                    総務文教常任委員会委員長 須 藤 軍 蔵 

   大玉村議会議長 菊 地 利 勝 殿 

   以上であります。 

○議長（菊地利勝） 総務文教常任委員会委員長の報告が終わりました。 

   次に、産業厚生常任委員会委員長の報告を求めます。８番。 

○産業厚生常任委員長（武田悦子） 産業厚生常任委員会視察研修報告書。 

   産業厚生常任委員会の決定に基づき、令和４年７月５日に楢󠄀葉町において、全委員

出席の下、「カントリーエレベーター等の施設活用による農業経営支援について」を

テーマに実施しました、産業厚生常任委員会視察研修について報告いたします。 

   楢󠄀葉町は、浜通り地方の中ほどに位置し、面積は１０３．６４平方キロメートル、

西に阿武隈高地、東には太平洋の大海原が広がり、木戸川と井出川が流れ、サケの遡

上やアユなどが生息する自然環境に恵まれ、比較的寒暖の差が少なく、一年を通して

過ごしやすい気候です。東京電力福島第一原子力発電所事故により全町避難を余儀な

くされましたが、平成２７年９月５日に避難指示が解除され、令和４年５月末日の人

口は６，６３３人、世帯数３，０８６世帯、町内居住率は６３．５％です。 
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   楢󠄀葉町では、平成２８年度から営農再開した水稲をはじめ、甘藷、タマネギ等の畑

作物、花卉栽培などが順調に展開し、規模拡大が進んでいますが、震災以前と比べ農

業の担い手が減少しています。少ない担い手でも効率的な農業経営ができるよう農地

集積のためのマッチング事業を進めるとともに、カントリーエレベーターと育苗施設

を整備し、水田だけでなく収益性の高い作物として甘藷（サツマイモ）栽培を推奨し、

民間企業やＪＡと連携し、地元栽培農家を支援しながら、一大産地を目指しています。 

   研修では、楢󠄀葉町役場で（１）農地集積等に向けた取組について説明を受けた後、

（２）楢󠄀葉町カントリーエレベーター及び自動ラック式米農業用低温倉庫、（３）楢󠄀

葉町水稲育苗センター、（４）楢󠄀葉町甘藷貯蔵施設・農業用機械倉庫を案内していた

だきました。それぞれの施設の事業名、事業費の内訳は、報告書のとおりです。 

   （１）農地集積等に向けた取組 

   令和４年度の営農再開状況は、水稲は３０８ヘクタールで震災前の８割まで回復し

ていますが、震災前の農家戸数は５５５戸に対して、現在は６１戸でそのうち半数が

法人です。「楢󠄀葉町モデル」と言われる独自のマッチング事業をＪＡ福島さくらと協

働で行うなど農地集積を進めてきました。 

   水稲と比べ畑作は、手間がかかることから営農再開のハードルが高く、これまで畑

作の主要作物がなかったことから、甘藷（サツマイモ）栽培を推奨しています。現在

４０戸の農家がサツマイモ栽培に取り組み、今年度は４９ヘクタールを作付していま

す。なぜ、サツマイモなのかを伺うと、①作りやすい、②汎用性が高い、加工し商品

化しやすい、③機械化が進んでいる、④作って楽しい、⑤出口（売れ先）が確保され

ているということでした。 

   （２）楢󠄀葉町カントリーエレベーター及び自動ラック式米農業用低温倉庫は、米の

乾燥、貯蔵、調整、出荷までを一貫して行い、約３００ヘクタール分の水稲を処理で

きる施設です。 

   （３）楢󠄀葉町水稲育苗センターは、１００ヘクタール、２万箱の処理能力を有する

施設です。 

   （４）楢󠄀葉町甘藷貯蔵施設・農業用機械倉庫は、甘藷貯蔵施設を町が整備し、民間

企業（株式会社しろはとファーム）と賃貸借契約を結んでいます。「しろはとファー

ム」では、今年度は３１．４ヘクタールのサツマイモの栽培にも取り組んでいます。

「しろはとファーム」の本社の「白ハト食品」がサツマイモ全量を買い取ることも作

付の大きな弾みになっています。楢󠄀葉町のサツマイモは様々なものに加工され、全国

で販売されていますが、楢󠄀葉町では加工所の建設も進められており、サツマイモを地

元で加工、販売することで生産者に還元していきたいとのことです。 

   今回の研修は、楢󠄀葉町の「カントリーエレベーター等の施設活用による農業経営支

援について」、その規模や成果について調査を行い、本村の農業支援の方向性を学ぶ

機会としました。 

   農林水産業など第１次産業は厳しい状況に置かれています。特に、担い手不足、耕

作放棄地の拡大、経営の効率化などが、どの地域でも大きな課題になっています。 



 

- 28 - 

 

   農業を基幹産業としてきた楢󠄀葉町の震災・原発事故からの復興のためには「農業の

再生」が不可欠であるという基本的な認識の下、営農の再開と同時に農業経営の効率

化と農地の集約化、収益性の高い作物の定着化と産地化を目指し、農業再生計画を定

めました。その中心の事業が、水田農業の作業と経営の効率化を図るための大規模な

カントリーエレベーターと低温倉庫、さらに育苗施設の整備でありました。 

   効率的な農業経営に欠かせないのが、農地の集約化でありますが、ＪＡ福島さくら

と協働し、独自のマッチング事業を行ってきた成果も現れています。 

   また、水稲だけではなく、収益性の高い畑作農業の展開のため、甘藷（サツマイモ）

を推奨作物として導入してきました。 

   震災でゼロになった楢󠄀葉町の農業をどう再開させていくのか、カントリーエレベー

ター建設をはじめとする水稲関連施設建設から甘藷（サツマイモ）を町の戦略的作物

とする「チャレンジ」をキーワードに農業再生を楢󠄀葉町の復興の切り札にしていこう

としています。 

   楢󠄀葉町の挑戦を後押ししているのは、「福島再生加速化交付金」などであり、楢󠄀葉

町の取組が全ての地域に適用できるものではありませんが、地域農業をどう守り育て

ていくのか、担い手の確保、農地の集約、生産・加工・販売、さらには地元消費とい

う循環を戦略的に考えていくということは、大いに学ぶべきところであり、本村の農

業の現状や地理的優位性などを踏まえ、本村でも新しい「チャレンジ」へ踏み出す必

要性を強く感じた研修となったことを付け加え、産業厚生常任委員会研修報告といた

します。 

    令和４年９月６日 

                    産業厚生常任委員会委員長 武 田 悦 子 

   大玉村議会議長 菊 地 利 勝 殿 

   以上です。 

○議長（菊地利勝） 産業厚生常任委員会委員長の報告が終わりました。 

   以上で、委員会研修報告が終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 日程第８、請願・陳情について、常任委員会付託を行います。 

   ６月定例会以降、本日までに受理した請願・陳情は、お手元にお配りいたしました

写しのとおり、請願第１号の１件であります。 

   お諮りいたします。 

   議長から所管の常任委員会に付託したいと思います。 

   これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（菊地利勝） 異議なしと認めます。 

   議長から所管の常任委員会に付託したいと思います。 

   配付いたしております付託表のとおり、請願第１号を総務文教常任委員会に付託い

たします。 
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◇          ◇          ◇ 

○議長（菊地利勝） 以上で日程による議事が終了しましたので、本日の会議を閉じ、散

会いたします。ご苦労さまでした。 

（午後０時０１分） 

 

 


